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QooCam EGO使い方補足情報

１．SDカード、バッテリーの本体への差し込み位置と向き

上写真の通り、SDカード、バッテリーともコネクタの位置（赤丸部分）が
カメラレンズ側に向くように差し込みください。

上写真がバッテリーとSDカードを差し込んだ際の位置です。

バッテリーは、最後にコネクタにささる感覚があるまで押し込んでください。
取り外す時は、バッテリ―中央にある黒い紐をゆっくり引いて抜いてください。

ＳＤカードは、カチッと鳴るまで奥に差し込んでください。
取り外す時は、再度奥に押し込むとカチッと音がして出てきます。

SDカード

バッテリー

バッテリー取り出し紐



２．カメラ本体の初期設定

こちらのQRコードに、以下内容が掲載されています。
・QooCamアプリのダウンロードサイト
・ユーザーマニュアルPDF
・スタートガイドのチュートリアル動画

電源ON

言語設定で日本語を選択

日付設定 ※指でタップし、上下にスワイプして数字を動かす

“次に”押す

時間設定 ※指でタップし、上下にスワイプして数字を動かす

タイムゾーン設定 ※上下にスワイプして数字を動かす。日本はGMT+9

“次に”押す

QRコードからアプリをダウンロードするかスキップ

本体初期設定完了 ※後からでも本体の設定メニューから変更可能です。



３．カメラ本体タッチ画面の構成

電源をONにするとライブビュー画面となります。

ライブビュー画面を中心に、下記のような
タッチ画面の構成となります。

設定メニュー

再生メニュー

ライブビュー画面

フォーカス距離設定

パラメータ設定

右にスワイプ

下にスワイプ

左にスワイプ

上にスワイプ

ライブビュー画面



４．スマホへのQooCamアプリのインストールとID取得

QooCamアプリをインストールしIDを取得すると下記の内容が実行できます。
・最新ファームウェアへのアップデート
・クラウドの利用（５GBまで）
・写真共有の利用
・スマホからカメラ本体のコントロール
・画像の簡易編集
・画像のエクスポート（カメラ本体へ、スマホ本体のアルバムへ）

QooCamアプリをスマホにインストール

今すぐ作成を押す

画面をスライドしてQooCamEGOを選択

“次へ”押す

“ホーム”押す

デバイス内のアクセスを許可する

位置情報を“アプリ使用中のみ許可”押す

カメラ本体ファームウェア最新版をダウンロード（既に最新の場合は無し）
※カメラ接続時に自動でアップデート

User Agreementで“Agree”押す

アプリ内の設定の“Login／Register”押す

“Register”押す

順序に従いIDの登録を行う
※メールアドレス登録
→認証コード取得・入力
→パスワード登録



５．本体カメラのWiFi接続

設定マークを押して設定画面へ

WiFiを選択して“ON”へ

接続するネットワークを選択

ネットワークのパスワードを入力

“接続”押す

※２回目以降は設定メニューのWiFiマークでON／OFFの切り替え可能

ライブビュー画面を下にスワイプして設定メニューへ

６．本体カメラからログイン

設定マークを押して設定画面へ

アカウントを選択して“ログイン”選択

スマホアプリで作成したIDを入力

パスワードを入力

“ログイン”押す

ライブビュー画面を下にスワイプして設定メニューへ



７．スマホQooCamアプリから本体カメラ接続

ヒントが出る

キャンセルを選択

“検索”押す

カメラのIDを押す

接続完了

スマホのQooCamアプリと本体カメラを接続すると以下のやり取りが可能
・スマホからカメラの操作が可能
・スマホからデータのやり取りが可能

スマホQooCamアプリ中央下のカメラマークを押す

８．動画再生時の音声操作

動画再生時に画面をタップし、上にスワイプすると音量UP、
下にスワイプすると音量DOWN。

９．本体カメラ内映像データのアプリを使わない移行方法

・SDカードを取り出し、他の機器へ差し込みコピー＆ペーストでデータ移行。
※この際、フォルダの名前変更や削除などをしないでください。

・カメラ本体とPCなどの機器をUSBケーブルにて接続し、
カメラのフォルダから対象機器へ直接データをコピー＆ペーストで移行。
※USBケーブルを接続する前に、設定メニューの設定画面にあるUSBモードを
転送モードに変更してからケーブルを接続してください。



１０．本体カメラ、スマホQooCamアプリ、クラウド間のデータ移行相関図

クラウド

カメラ本体

スマホ本体フォルダ パソコン本体

QooCamアプリ

Upload＆共有
生データ Download

生データ

Download
生データ

保存・共有 ※５GBまで

EXPORT
生データ

EXPORT
生データ

Upload＆共有
生データ

EXPORT
生データ

コピー＆ペースト
生データ

※SDカード or
USBケーブル
を利用

※アプリ内アルバムから
スマホ本体フォルダ
へ移行

※画像がQooCamアプリ内アルバムのみにある場合
スマホ本体のアルバムやフォルダにはデータが表示されません。

スマホ本体



１１．画像データのファイル名の指定

本体カメラの画像データは、ファイル名が指定されています。
指定されたファイル名以外でSDカードに保存しても、カメラ本体には
画像が表示されませんのでご注意ください。

静止画ファイル名：0000_00000000_000000

動 画ファイル名：0000_00000000_000000_01

※QoocamEGOにて撮影された画像ファイルは
以下の内容となります。
・最初の4桁は連番
・次の8桁は年月日
・次の6桁は時分秒
・動画の場合は最後に01
※各数字の間は全てアンダーバーを挟みます。

１２．QoocamアプリからYoutubeなどへのバインド機能は未対応

Qoocamアプリの“設定→アカウント”にある各種SNSへのバインド機能について
QoocamEGOは未対応となります。ご了承ください。

QoocamEGOは全て未対応

１３．画像データのアナグリフ処理（赤青画面）について

QoocamEGOで撮影した画像データは赤青３Dメガネやヘッドセットに対応した
アナグリフ形式のデータへ変換可能です。以下サイトにて変換ソフトをダウン
ロードください。説明書もダウンロード可能です。

https://www.kandaovr.com/ja/download/

https://www.kandaovr.com/ja/download/

